
北海道労働委員会月報
２０２３年 １２月号 No.719

左から、「レオン社長」、元気な労働者「リンさん」、道労委広報部長の「ねーさん」

主 な 内 容

○ 随 想 終 結 事 件

「コロナ禍その後、いつまで続けられるか ・５年３号不当労働行為事件

ジム生活・・・」 ○ 個 別 事 件

使用者委員 矢 野 一 英 ○ 個別的労使紛争のあっせん（PR）

○ 審 査 事 件

新 規 事 件

・５年６号不当労働行為事件

労 使 の ト ラ ブ ル 無 料 で 解 決

Trouble between labor and management ? We'll solve it for free !
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随 想

「コロナ禍その後、いつまで続けられるかジム生活・・・」

北海道労働委員会

使用者委員 矢 野 一 英

とりとめのない拙い原稿の執筆もこれが最後

（四回目）となります。

コロナ禍で中止が続いていた「函館マラソン」

が再開されましたが、私自身は参加できていま

せん。加齢も含め私なりにいろいろ言い訳はあ

るのですが、結局ランニング生活は終了してし

まいました。今年のレース当日にはかつてのラ

ンニング仲間が元気に復活して走っているのを

応援しながら、残念で淋しい気持ちと同時に、

何となくほっとしている自分もいたりするので

した。そのくせ来年は７０歳になるので、記念

にもう一度だけ走ろうか、みたいな往生際の悪

さも残ってはいるのですが。

さて、コロナ禍の反動のせいか、友人や知り

合いが集まる機会がめっぽう増えている気がし

ます。まずスポーツジムのオフ会開催が増えま

した。いつも同じスタジオプログラムで会って

はいるものの、呼び名ぐらいしか知らないメン

バーが案外多かったりするのですが、飲み会の

席で初めて職場やら家族構成やら思いがけない

つながりやらが知れて、親しい交流が生まれた

りします。「ジムあるある」かも知れません。

また年齢のせいもあるのでしょうが、仕事を

引退して暇になった同期の集まりがやたら増え

ています。私はお酒も飲まず、人付き合いが良

い方ではないのですが、小学校、中学校で数度

の転校を経験し、また高校、大学ともそれぞれ

に違う土地で過ごしてきたこともあって、結構

毛色の違う「同級生」が多くいるような気がし

ます。

たまたまですが、中学の同期会と高校の同期

会が立て続けに札幌であり、私も当然暇な年寄

りとして参加してきました。高校の方は、６０

歳を過ぎたあたりで、割と親しかったメンバー

がたまに札幌や函館で集まったりしていたの

で、なつかしさはあるものの加齢による変化に

特に驚くこともなく、また同級生の訃報にも「そ

うかあ・・・奴がね」ぐらいで想定内の飲み会

でした。ですが、中学の同期会は結構な驚きの

連続でした。

私は中学の２、３年生の２年間だけある地方

の中学に通っていました。２年間だけではあり

ましたが、思春期でもあり中々濃い時期を過ご

していたのでしょう。同じ学年で多分２５０名

くらいの同級生がいたと思いますが、今回札幌

で開催された五十数年ぶりの飲み会には、その

うち５０名ほどが集まったのでした。

年齢もあって多くの同級生が一度仕事を引退

して暇だとはいえ、中学のあった地域とはゆか

りのない札幌に、それもピンポイントで指定さ

れた日時にそんなに多く集まったことがまず驚

きでした。幹事を務めた同級生の人望と努力に

敬意を表すばかりです。

聞けば遠く関西や関東から駆け付けた者もお

り、また地元からはバスを仕立てての参加とな

ったそうです。（すごい・・・）しかし正直私

には、最初８割方誰が誰だか分からず、あちら

こちらから「薄情者！」とのそしりを受けたの

でした。でも１５歳が７０歳になって久しぶり

に会って普通に誰だか分かる方がおかしいとは

思うのですが。ただ一次会の最後くらいには半

分くらいは思い出したふりをして、その後の２

次会、３次会へと突入したのでした。

そして一滴もアルコールを飲まない私にして

は珍しく明け方にホテルへの帰還となりまし

た。陳腐な表現ではありますが、現実では無く

まるで夢の中にいたような気分でした。

いろんな人生があるものですね。そして年を

取るのも悪いことばかりではないかも知れませ

ん。別れ際には皆が口々に「また地元で集まろ
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うぜ」とは言っていましたが、みんなで集まる

のはもうこれが最後なんだろうなと誰もが感じ

ており、友の顔を思い出すたびに感傷的になっ

ています。

さて、そして私の日常はと言うと、相も変わ

らず毎日のようにジムには通っています。そし

てあまり気づきたくはないのですが、圧倒的に

弱ってきています。

私にはジム生活の最初から、２５年間一貫し

て続けているスタジオプログラムがあります。

前回にも書きましたが格闘技を模した有酸素系

のプログラムで、三か月ごとに音楽と内容（「コ

リオ」と言います）が変わるのですが、私は一

応コリオ１から始めていて、あと１年ほどでコ

リオ１００になります。結構ハードな運動量な

ので、今のジムの常連では私が最高齢でしょう。

そして今のジムには北海道で（全国でも）最

も早くこのプログラムを取り入れて指導し始

め、ほとんどレジェンドとなっているインスト

ラクターさんがいます。

もともとは札幌のジムで活躍されていた方な

のですが、今のジムがオープンするタイミング

で函館に来られました。もともと私も存じ上げ

ていた有名な方だったので、ジム通いのモチベ

ーションは爆上がりとなったものです。

私はこのイントラさんに「コリオ１００まで

は続けましょうね」と日々励まされながら頑張

っているのです。でも、既に運動量的には比較

的緩いダンスプログラムでさえ一杯一杯になっ

てきており、さらにコロナは乗り切ったのに、

この原稿を書いている時点で１０年ぶりくらい

にインフルエンザに罹ってしまい、さらに弱っ

ている今日この頃なのでした。（ツライ・・・

イツマデツヅケラレルカジムセイカツ）
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審 査 事 件

新 規 事 件

▼５年６号不当労働行為事件

申 立 人 Ｘ労働組合

被 申 立 人 医療法人社団Ｙ（医療業）

申 立 年 月 日 令和５年（2023年）11月14日

救済を求める内容 団体交渉応諾、支配介入禁止、ポストノーティス

令和５年（2023年）10月６日、組合は、Ａ組合員の休業補償などを主題とする団体交渉の申入書

を法人の代理人であるＢ弁護士にファックスした。

同月17日、組合は、団体交渉の応諾を催促する書面をＢ弁護士にファックスした。

同月26日、組合は、新たに３名の医師が組合に加入したことを通知するとともに、休業を命じら

れた同３名の休業補償を求めて、Ｂ弁護士に団体交渉申入書をファックスした。

なお、同申入書で、同月30日までに何らの連絡もない場合は、労働委員会へ救済を申し立てる旨

通知した。

同年11月２日、組合のＣ副委員長がＢ弁護士に団体交渉の応諾を電話で催促したのに対し、Ｂ弁

護士は速やかに対応する旨回答したが、それから10日が経過するも、法人側からは何ら連絡がない。

以上の法人の行為は、労働組合法第７条第２号及び第３号に該当する不当労働行為であるとして

申立てがあった。

終 結 事 件

団体交渉応諾をめぐり・・・関与和解

▼５年３号不当労働行為事件

申 立 人 Ｘ労働組合

被 申 立 人 株式会社Ｙ（不動産業、物品賃貸業）

申 立 年 月 日 令和５年（2023年）９月19日

終 結 年 月 日 令和５年（2023年）11月１日

終 結 区 分 関与和解（調査１回）

救済を求める内容 団体交渉応諾

＜事件の概要＞

・申立ての概要

会社の従業員であったＡは、令和５年（2023年）２月28日、会社から業務態度不良を理由に同日

付けで自己都合退職扱いで雇用契約を終了する旨を告げられ、同年３月８日、組合に個人加入した。

同月17日、組合は、会社に対し、①Ａの退職は自己都合ではなく会社都合とすること、②退職日

は有給を全て消化した同月９日とすること、③解雇予告手当を支給すること、④時間外労働未払賃

金を支給すること、⑤最低賃金を下回る差額分を支給することの５項目を要求事項として団体交渉

を申し入れた。
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同年５月23日開催された第１回団体交渉では、会社は①及び②を認めたので、組合は離職票を変

更するよう申し入れたが、③及び④は認めず、⑤は調べるとの回答を行った。

同年８月３日開催された第２回団体交渉では、会社は、第１回団体交渉で申し入れた離職票変更

を行っておらず、早急に行うことを約束した一方で、第１回団体交渉で主張した③から⑤までを認

めない具体的根拠を示さず、③の要求は応じるので④及び⑤の事実は認めつつも要求を取り下げて

ほしいと提案した。組合は、持ち帰って検討したが、同日中に受け入れることはできない旨を会社

に回答した。

同年９月 12 日開催された第３回団体交渉では、会社は、離職票の変更は行っていないと回答し
て 前回交渉時の約束をないがしろにし、④及び⑤の事実を認めながら支払に応じない理由を回答

せず、Ａ個人に対し団体交渉の要求事項から逸脱した質問を執拗に繰り返すなど、不誠実な対応に

終始した。

以上の会社の行為は、労働組合法第７条第２号の不当労働行為に該当するとして、申立てがあっ

た。

・答弁の概要

会社は、団体交渉の交渉事項については、現在も交渉中との認識である。

また、会社が組合に団体交渉の中でＡの就業状況等について説明を求めたところ、組合から回答

が得られず、組合は威圧するような大きな声で会社側の発言を制止するなどした。さらに組合は、

団体交渉中、突然一方的に交渉を打ち切るなど、組合に都合が悪くなると団体交渉を短時間で終了

する態度を取っている。

会社としては、団体交渉の中で組合が時間をかけて会社の話を聞く態度であれば、組合側の要求

を一つでも解決できたとの認識であり、会社が不誠実な交渉態度を示したことはない。

＜終結経過＞

本件は、令和５年（2023年）11月１日の第１回調査において和解が成立したことから、同日、組

合が申立てを取り下げ、終結した。
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個 別 事 件

令和５年11月に当委員会において取り扱った｢個別的労使紛争のあっせん｣関係の業務は、次のと
おりである。

１ あっせん申請に係る事前相談･聴取件数
相談･聴取の総件数

１～10月 148
11月 18
計 166

２ あっせん申請及び終結状況

前月 新規 取扱 終結 終 結 区 分 翌月
解 決 打切り(＊) 取下げ 不開始繰越 件数 件数 件数

あっせん 不応諾 繰越
１～10月 ０ 13 13 ９ ２ １ １ ５ ０ ４
11月 ４ ３ ７ １ １ ０ ０ ０ ０ ６
計 － 16 16 10 ３ １ １ ５ ０ －

＊｢１～10月｣欄のうち｢前月繰越｣欄の件数は、前年からの繰越件数である。
＊ ｢打切り｣には､あっせんを行ったが合意に至らないなど解決の見込みがないと判断して打切りになった｢あっせん｣と､被
申請者があっせんへの参加を応諾せず打切りになった｢不応諾｣がある。

＊ ｢取扱件数｣欄の｢計｣は、前年からの繰越件数に｢新規件数｣欄の｢計｣を加えたものである。

３ あっせん事項内容別件数
あ っ せ ん 事 項 内 容 １～10月 11月 計

経営又は人事 ７ １ ８
解雇 （４） （４）
①整理解雇
②普通解雇 ［２］ ［２］
③退職強要 ［１］ ［１］
④契約更新拒否、雇止め [１] ［１］
配置転換､出向･転籍 （２） （２）
復職 （１） （１）
懲戒処分
①懲戒解雇
②①以外の懲戒処分
退職 （１） （１）
勤務延長､再雇用
その他経営又は人事

賃金等 ７ １ ８
賃金未払 （１） （１）
賃金増額
賃金減額
一時金 （１） （１） （２）
退職一時金 （１） （１）
解雇手当 （１） （１）
休業手当 （１） （１）
諸手当
その他賃金 （２） （２）
年金(企業年金･厚生年金等)

労働条件等 ２ ２
労働契約 （１） （１）
労働時間
休日･休暇
年次有給休暇 （１） （１）
育児休業･介護休業
時間外労働
安全･衛生
福利厚生制度
社会保険
労働保険
その他の労働条件等

職場の人間関係 ３ ３
セクハラ （２） （２）
パワハラ･嫌がらせ （１） （１）

その他 ７ ２ ９
合 計 26 ４ 30

（注）本表は個々の事件のあっせん事項を内容ごとに細分したものを示しており、必ずしも事件数とは一致しない。
（ ）はあっせん事項内容の内数。また、［ ］は（ ）の内数である。
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北海道労働委員会では、労働問題に詳しい経験豊かな「あっせん員」が、当事者双方からお話
をうかがい、問題点を整理した上で助言等を行い、歩み寄りによる解決を図る「あっせん」を
行っています。

労働問題に関するご相談は

☎労働相談ホットライン 0120-81-6105

※社会保険労務士が対応します。

電話受付時間：月～金曜日 午後5時～午後8時

土曜日 午後1時～午後4時 （祝日、年末年始を除く。）

あっせん制度のご利用、ご相談、お問い合わせは

北海道労働委員会事務局（調整課個別対策グループ）

☎ 011-204-5667（直通）

受 付 時 間：月～金曜日 午前8時45分～午後5時30分（祝日、年末年始を除く。）

住 所：札幌市中央区北3条西7丁目道庁別館10階

ホームページ：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/rd/sms/index.html

※来庁希望の方は事前に連絡願います。

申請は簡単・費用は無料！

遠隔地は現地に出向きます！

☆ 秘密厳守！
☆ 迅速に対応します！

（申請受付から1ヶ月程度での解決を目指します）

労働者個人と使用者の労働紛争解決のお手伝い！

≪個別的労使紛争のあっせん≫

■解雇通告されたが、理由等に納得できない。

■残業しているのに、会社から時間外手当が支払われない。

■職場でセクハラ・パワハラを受けており、会社に改善を

申し入れたが、対策を講じてくれない。

■従業員に配置命令を出したが、 理由無く拒否されている。

■会社に責任のない理由で休職した従業員から、休業補償を

求められている。

■退職勧奨の条件について、従業員と折り合いがつかない。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/rd/sms
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北海道労働委員会 案内図

○所在地 札幌市中央区北３条西７丁目（道庁別館10階）

○電 話 総務審査課 総 括 グ ル ー プ 0 1 1 - 2 0 4 - 5 6 6 2

審 査 グ ル ー プ 0 1 1 - 2 0 4 - 5 6 6 4

調 整 課 調 整 グ ル ー プ 0 1 1 - 2 0 4 - 5 6 6 6

個別対策グループ 0 1 1 - 2 0 4 - 5 6 6 7

○最寄駅

・ＪＲ札幌駅 西コンコース南口から徒歩約９分

・地下鉄南北線さっぽろ駅 １０番出口から徒歩約５分

○駐車場

収容台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関を

ご利用ください。

北海道労働委員会月報
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Ｆ Ａ Ｘ 011-232-1057

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.pref.hokkaido.lg.jp/rd/sms/index.html
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